
三

尾
道
支
部
の
変
更

^

所
在
地
の
変
更

変
更
前

広
島
県
尾
道
市
東
御
所
町
１
番
2
0号

変
更
後

広
島
県
尾
道
市
新
浜
一
丁
目
４
番
4
7号

_

変
更
年
月
日

平
成
二
十
二
年
十
二
月
二
十
日

四

ド
バ
イ
事
務
所
テ
ヘ
ラ
ン
出
張
所
の
変
更

^

所
在
地
の
変
更

変
更
前

N
o
.
2
3
7
,
N
o
rth

e
rn

Ira
n
sh
a
h
r
S
t.,

K
a
rim

k
h
a
n

Z
a
n
d

A
v
e
.,
T
e
h
ra
n
,
IS
L
A
M
IC

R
E
P
U
B
L
IC

O
F
IR

A
N

変
更
後

G
o
lz
a
r
S
tre

e
t,
N
o
b
o
n
y
a
d
,
T
e
h
ra
n
,
IS
L
A
M
IC

R
E
P
U
B
L
IC

O
F
IR

A
N

_

変
更
年
月
日

平
成
二
十
二
年
十
二
月
二
十
日

財
団
法
人
日
本
海
事
協
会
か
ら
証
書
発
給
を
行
う
事
業
所
に
つ
い
て
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
件

一

ロ
ン
ド
ン
事
務
所
の
変
更

^

所
在
地
の
変
更

変
更
前

1
2
-
1
5
F
in
sb
u
ry

C
irc

u
s,
L
o
n
d
o
n
,
E
C
2
M

7
E
B
,
U
N
IT

E
D

K
IN

G
D
O
M

O
F
G
R
E
A
T

B
R
IT

A
IN

A
N
D

N
O
R
T
H
E
R
A
N

IR
E
L
A
N
D

変
更
後

2
5
O
ld

B
ro
a
d
S
tre

e
t,

L
o
n
d
o
n
,
E
C
2
N

1
H
Q
,
U
N
IT

E
D

K
IN

G
D
O
M

O
F

G
R
E
A
T

B
R
IT

A
IN

A
N
D

N
O
R
T
H
E
R
A
N

IR
E
L
A
N
D

_

変
更
年
月
日

平
成
二
十
二
年
十
一
月
一
日

二

`
山
事
務
所
の
変
更

^

所
在
地
の
変
更

変
更
前

1
2
,
J
u
n
g
-
a
n
g
-
d
o
n
g
6
-
g
a
,
J
u
n
g
-
g
u
,
B
u
sa
n
,
R
E
P
U
B
L
IC

O
F
K
O
R
E
A

変
更
後

1
3
,
5
-
g
a
,
J
u
n
g
-
a
n
g
-
d
o
n
g
6
-
g
a
,
J
u
n
g
-
g
u
,
B
u
sa
n
,
R
E
P
U
B
L
IC

O
F
K
O
R
E
A

_

変
更
年
月
日

平
成
二
十
二
年
十
一
月
二
十
日

三

尾
道
支
部
の
変
更

^

所
在
地
の
変
更

変
更
前

広
島
県
尾
道
市
東
御
所
町
１
番
2
0号

変
更
後

広
島
県
尾
道
市
新
浜
一
丁
目
４
番
4
7号

_

変
更
年
月
日

平
成
二
十
二
年
十
二
月
二
十
日

平成™š年™月˜—日 木曜日 第œ› š号官 報

a

保
全
事
業
の
内
容

シ
ギ
・
チ
ド
リ
類
を
始
め
と
す
る
多
く
の
渡
り
鳥
等

の
採
餌
環
境
を
保
全
す
る
た
め
に
、
ア
オ
サ
の
繁
茂
及

び
腐
敗
に
よ
る
底
生
生
物
の
生
息
環
境
の
悪
化
を
抑
制

し
、
海
水
滞
留
並
び
に
そ
の
原
因
と
さ
れ
る
カ
キ
礁
及

び
貝
殻
の
堆
積
に
よ
る
採
餌
面
積
減
少
へ
の
対
策
を
行

う
と
と
も
に
、
関
係
機
関
及
び
関
係
団
体
が
連
携
し
、

谷
津
鳥
獣
保
護
区
の
環
境
保
全
活
動
の
促
進
又
は
意
識

を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
普
及
啓
発
活
動
を
行
う
。

こ
の
事
業
の
う
ち
環
境
省
は
、
関
係
地
方
公
共
団
体

等
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
谷
津
鳥
獣
保
護
区
の
環
境
保

全
に
必
要
な
調
査
を
実
施
し
、
ア
オ
サ
、
海
水
滞
留
並

び
に
カ
キ
礁
及
び
貝
殻
の
堆
積
を
解
決
す
る
た
め
に
必

要
な
対
策
を
行
う
も
の
と
す
る
。

習
志
野
市
は
、
習
志
野
市
谷
津
干
潟
自
然
観
察
セ
ン

タ
ー
を
拠
点
と
し
て
市
民
と
連
携
し
当
該
区
域
の
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
及
び
環
境
保
全
活
動
を
実
施
し
、
湿
地
の
保

全
に
関
す
る
普
及
啓
発
、
環
境
教
育
等
を
推
進
す
る
。

b

環
境
変
化
の
概
要

谷
津
干
潟
は
流
入
河
川
が
な
い
こ
と
か
ら
土
砂
の
供

給
が
な
く
、
東
京
湾
に
連
結
す
る
二
本
の
河
川
か
ら
土

砂
が
流
出
す
る
こ
と
に
よ
り
干
潟
が
減
少
す
る
と
と
も

に
、
砂
質
化
が
進
み
つ
つ
あ
る
。

ま
た
、
近
年
は
ア
オ
サ
の
繁
茂
が
著
し
く
、
枯
死
し

た
ア
オ
サ
の
腐
敗
に
よ
る
水
質
汚
濁
及
び
干
潟
底
質
の

酸
素
不
足
が
、
水
鳥
類
の
餌
と
な
る
底
生
生
物
に
与
え

る
悪
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
干
潟
面
の
標
高
が
指
定
当
時
と
比
べ
低
下

し
て
い
る
こ
と
、
海
水
の
流
入
出
路
に
お
け
る
貝
殻
の

堆
積
、
三
角
干
潟
内
で
の
深
い
澪み
お

の
消
失
が
海
水
滞
留

の
原
因
と
な
り
、
干
出
面
積
が
減
少
す
る
こ
と
に
よ
る

シ
ギ
・
チ
ド
リ
類
の
採
餌
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

c

鳥
獣
の
生
息
状
況
の
変
化

当
該
区
域
に
お
け
る
鳥
類
の
一
日
当
た
り
に
観
察
さ

れ
た
平
均
飛
来
数
は
、
平
成
二
年
度
は
、
約
三
千
五
百

羽
（
う
ち
シ
ギ
・
チ
ド
リ
類
約
二
千
二
百
羽
）
で
あ
っ

た
が
、
平
成
二
十
一
年
度
に
は
約
九
百
羽
（
同
約
三
百

羽
）
と
減
少
し
て
い
る
。

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
百
五
十
九
号

船
舶
安
全
法
（
昭
和
八
年
法
律
第
十
一
号
）
第
二
十
九
条
ノ
三
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
五
条
の
五
十
の

規
定
に
基
づ
き
、
財
団
法
人
日
本
海
事
協
会
か
ら
証
書
発
給
を
行
う
事
業
所
に
つ
い
て
、変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、

同
法
第
二
十
九
条
ノ
三
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
五
条
の
六
十
二
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
、
公
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
二
月
十
日

国
土
交
通
大
臣

大
畠

章
宏

〇
海
上
保
安
庁
告
示
第
四
十
八
号

水
路
業
務
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
号
）
第
八

条
の
規
定
に
基
づ
き
、
水
路
測
量
の
実
施
に
つ
い
て
、
次

の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
二
月
十
日

海
上
保
安
庁
長
官

鈴
木

久
泰

一

水
路
測
量
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
の
氏
名
又
は
名

称
及
び
住
所

海
上
保
安
庁
海
洋
情
報
部

東
京
都
中

央
区
築
地
五
丁
目
三
番
一
号

二

水
路
測
量
を
実
施
す
る
区
域
及
び
期
間

イ

区
域

北
緯
三
三
度
一
分
一
八
秒
東
経
一
三
二
度

七
分
四
八
秒
の
地
点
、
北
緯
三
三
度
四
分
九
秒
東
経

一
三
二
度
一
九
分
一
一
秒
の
地
点
、
北
緯
三
二
度
五

二
分
三
三
秒
東
経
一
三
二
度
二
三
分
一
六
秒
の
地

点
、
北
緯
三
二
度
四
九
分
四
二
秒
東
経
一
三
二
度
一

一
分
五
四
秒
の
地
点
、
北
緯
三
三
度
一
分
一
八
秒
東

経
一
三
二
度
七
分
四
八
秒
を
順
次
に
結
ぶ
線
に
よ
っ

て
囲
ま
れ
る
区
域
内

ロ

期
間

平
成
二
十
三
年
二
月
二
十
二
日
か
ら
平
成

二
十
三
年
三
月
八
日
ま
で

三

水
路
測
量
等
の
実
施
方
法

衛
星
航
行
測
位
装
置
、

マ
ル
チ
ビ
ー
ム
音
響
測
深
機
等
に
よ
る
海
底
地
形
等
の

調
査

四

航
行
船
舶
に
対
す
る
安
全
措
置

イ

測
量
船
は
、
水
路
業
務
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十

五
年
運
輸
省
令
第
五
十
五
号
）
第
六
条
に
定
め
る
標

識
を
掲
揚

ロ

六
管
区
水
路
通
報
第
六
号
（
平
成
二
十
三
年
二
月

十
日
発
行
）、七
管
区
水
路
通
報
第
六
号
（
平
成
二
十

三
年
二
月
十
日
発
行
）
に
よ
り
通
報

〇
環
境
省
告
示
第
六
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平

成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
二
十
八
条
第
二
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
鳥
獣
保
護
区
の
保
護
に
関
す

る
指
針
を
変
更
し
た
の
で
、
鳥
獣
保
護
区
を
更
新
し
た
件

（
平
成
二
十
年
十
月
環
境
省
告
示
第
八
十
九
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
三
年
二
月
十
日
か
ら

施
行
す
る
。

平
成
二
十
三
年
二
月
十
日

環
境
大
臣

松
本

È

五
中
「
管
理
方
針
」
を
「
^

管
理
方
針
」
に
改
め
、

^

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

_

保
全
事
業
の
目
標

当
該
区
域
で
は
、
指
定
当
時
に
比
べ
干
潟
へ
の
土
砂

の
供
給
が
減
少
す
る
と
と
も
に
、
近
年
、
ア
オ
サ
の
広

範
囲
で
の
繁
茂
及
び
腐
敗
、
干
潮
時
に
お
け
る
海
水
滞

留
に
よ
る
水
没
域
の
増
加
、貝
殻
の
堆
積
等
が
見
ら
れ
、

餌
と
な
る
底
生
生
物
の
生
息
環
境
へ
の
影
響
や
水
鳥
の

採
餌
場
所
の
面
積
が
減
少
す
る
こ
と
に
よ
る
水
鳥
の
採

餌
環
境
の
悪
化
が
進
ん
で
い
る
。

本
事
業
で
は
、
水
鳥
の
採
餌
環
境
を
保
全
す
る
こ
と

に
よ
り
、
谷
津
鳥
獣
保
護
区
を
シ
ギ
・
チ
ド
リ
類
等
の

渡
り
鳥
に
と
っ
て
良
好
な
中
継
地
及
び
越
冬
地
と
し
て

維
持
し
て
い
く
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

`

保
全
事
業
の
対
象
区
域

谷
津
鳥
獣
保
護
区
の
全
域

�


		2011-02-09T14:50:02+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




